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委員会報告書 

 

 

本特別委員会は調査中の事件について、会議規則第４７条第２項の規定により報告します。 

 

１ 調査事件 

   小川原湖の環境保全に関する調査 

 

２ 調査の経過 

（１）令和５年９月２８日、１０月２日～５日（委員派遣） 

（２）令和５年１０月２７日（第３回特別委員会） 

（３）令和５年１２月２１日（委員派遣） 

（４）令和６年３月１日（第１回特別委員会） 

（５）令和６年５月１３日（第２回特別委員会） 

（６）令和６年５月３０日（委員派遣） 

（７）令和６年５月２９日、６月４日～６月５日（委員派遣） 

 

３ 調査の概要と結果 

（１）令和５年９月２８日、１０月２日～１０月５日 

高瀬川（小川原湖）の保全と整備に関する要望書について、町側と合同で、９月２

８日高瀬川河川事務所へ、１０月２日東北地方整備局・国土交通省及び青森県選出国

会議員に対して要望活動を行いました。 

 【要望項目】 

  ア 高瀬川直轄河川改修事業の促進（高瀬川放水路拡幅の早期着工） 

  イ 「流域治水」の推進に向けた支援の充実 

  ウ 高瀬川総合水系環境整備事業の促進（水質改善対策の推進） 

   エ 適切な河川管理の継続と災害対応の強化(生命・財産・生業の安全安心の確保) 



１０月３日～５日は、美浜町及び若狭町を表敬訪問し、三方五湖自然再生協議会が行

う久々子湖のしじみのなぎさ再生事業や稚魚育成田の取組について視察しました。 

  〇視察研修内容 

   ・久々子湖しじみのなぎさ再生事業 

    浅場の造成（しじみの生育環境整備）に面積の 10％12.5ha 

    禁漁（12月～4月）、期間、禁漁区域の設定、漁獲量の制限など 

   ・若狭稚魚育成田 

    コイやフナが産んだ卵をふ化させ、湖畔の休耕田で５か月ほど育て湖に放流。 

（２）令和５年１０月２７日 

本特別委員会は、役場３階大会議室において、町側から町長、副町長及び担当課長

の出席を求め、視察研修所見についてを議題とし開催いたしました。 

始めに、事務局から資料に基づき説明後、委員から所見を伺い今後の参考といたし

ました。 

〇主な所見 

三方五湖自然再生協議会立ち上げ、役場・農協・漁協・その他各種団体と地域連携

し、取り込みを持つことが大事だと感じました。 

水質や環境汚染など小川原湖も環境問題を抱えているので、自然環境への取組など

地域一丸となって取り組んでいかなければならないと感じた。 

（３）令和５年１２月２１日 

小川原湖流入河川の環境整備と保全に関する要望書について、町側と合同で青森県

県土整備部へ要望活動を行いました。 

【要望項目】 

ア 七戸川改修事業の推進 

イ 七戸川・赤川・土場川・砂土路川の維持管理の徹底 

（４）令和６年３月１日 

本特別委員会は、役場３階大会議室において、町側から町長、副町長及び担当課長

の出席を求め、顎口虫に対するパルス処理効果実証事業についてを議題とし開催いた

しました。 

調査の方法は、町側から説明を求め、その後質疑を行いました。 

以下、調査の概要と質疑等のありました主なものについて、報告します。 

   ・シラウオなど淡水・汽水産魚類の食の安全を担保とするパルス殺虫処理技術の開発 

(背景・課題) 

小川原湖産シラウオの生食用出荷の自主規制開始 

シラウオの水揚量激減・漁業の存続危機 

   (研究内容) 

    顎口虫感染メカニズムの解明 



    パルスパワーを用いた顎口虫殺虫方法の開発 

    生食流通再開に向けた市場分析 

  【質疑】シラウオから顎口虫が発見されていないようだが、どういう方法で実験を行う

のか。 

  【回答】ほかの生物を採取し、パルスパワーで殺虫できるかを行い、その次にシラウオ

に寄生させ殺虫できるか行います。 

  【質疑】小川原湖漁協には他市町村の組合員もいるので、市町村連携で行ってはどうか

【回答】今後確認が必要と思います。 

（５）令和６年５月１３日 

本特別委員会は、役場議員控室において、町側から町長・副町長及び担当課長の出

席を求め、要望活動についてを議題とし開催いたしました。 

要望活動の日程については、５月２９日は高瀬川河川事務所へ、６月４日から５日

は東北地方整備局・国土交通省及び青森県選出国会議員で調整するとの説明がありま

した。 

（６）令和６年５月３０日 

本特別委員会は、町側から町長及び担当課長が出席し、小川原湖・堆積土砂の現地

視察を行いたしました。 

国土交通省 東北地方整備局 高瀬川河川事務所の説明のもと、砂土路川河口の土砂

堆積状況及び覆砂投入状況について現地確認し状況を把握しました。 

 （７）令和６年５月２９日、６月４日～５日 

高瀬川（小川原湖）の保全と整備に関する要望書について、町側と合同で、５月２

９日高瀬川河川事務所へ、６月４日～５日東北地方整備局・国土交通省及び青森県選

出国会議員に対して要望活動を行いました。 

  【要望項目】 

 ア 高瀬川直轄河川改修事業の促進（高瀬川放水路拡幅の早期着工） 

 イ 「流域治水」の推進に向けた支援の充実 

 ウ 高瀬川総合水系環境整備事業の促進（水質改善対策の推進） 

 エ 適切な河川管理の継続と災害対応の強化(生命・財産・生業の安全安心の確保) 


